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１．研究計画の概要 

咀嚼時の筋活動を解析して、特にその活
動パタンから被検食品の識別が可能か否か
を検討することを申請課題の目的とした。
これまでも、咀嚼時筋活動の解析をおこな
った研究は多くあったが、その大部分が咀
嚼筋の活動期間や活動量に注目した報告で
あった。その一因として、筋活動パタンの
定量化が困難であるためと推察される。報
告者らは、1 回の咀嚼（ならびに嚥下）時
に咬筋（ならびに舌骨上筋群）が示す活動
期間と活動量とも標準化して、そこから導
かれる TP値を比較する「TP手法」を開発し
た。この手法は筋の活動パタンを定量化で
きるものの、その計算量が膨大になるため、
初年度ではその自動化を目指して解析ソフ
トの作製をおこなった。研究期間の 2、3 年
目では、作製された解析ソフトを用いて被
検食品数の比較的少ない段階から増やして
いき、咬筋活動パタンが異なるテクスチャ
特性をもつ被検食品の識別に資するかを調
べた。 

 
２．研究の進捗状況 
（1）上述の通り、専用の解析ソフトの作製

は完成をみた。当初目指した完全な
自動化にはまだ到っていないものの、
実用上には支障のない程度までの内
容を実現できた。 

（2）完成した解析ソフトの動作確認を目的
として、咀嚼筋である咬筋活動より
もデータ量がはるかに少ない嚥下関
連筋（舌骨上筋群）を対象にその活
動パタンを調べた。その結果、動作

に問題がないと確認できたとともに、
以下の知見が得られた（〔雑誌論文〕
①を参照）。 

① 健康な成人男女を被験者とし、また
お茶を被検食品として、嚥下時の舌
骨上筋群の表面筋電図を記録下に、
その活動パタンがお茶の 6 容量間で
異なるか否かをみた。 

② T30値は 16 mL と 25 mL 間ならびに
20 mL と 25 mL 間で有意な差を示
したので、これらの容量をもつお茶
を飲むときに舌骨上筋群の活動パタ
ンは異なった。 

③ 舌骨上筋群の積分ピーク値も一部の
容量間で異なったため、この点も併
せて考慮する必要が示唆された。 

（3）テクスチャ特性の異なる被検食品を使
用した嚥下時にも、舌骨上筋群の活
動パタンに差違がある点も確認でき
た（〔雑誌論文〕②と③を参照）。 

（4）咀嚼時の咬筋活動パタンについては、
異なるテクスチャ特性の 5 食品を対
象にして、第 1 咀嚼周期に注目して
解析をおこなった（〔学会発表〕①と
②を参照）。 

① 健康な成人男女を被験者として、咀
嚼時の咬筋表面筋電図を記録下に、
その活動パタンが 5 食品間で異なる
か否かをみた。 

② T50値は、「アーモンド」など 3 食品
と「チーズ」との間で有意に異なっ
たので、これらの食品を噛むときの
咬筋活動パタンは異なった。 

③ 咬筋の活動期間にも差があったため、
この点も併せて考慮する必要が示唆



された。 
（5）食品数を 12 にまで拡張した実験も実

施し、現在その解析を進めている。
そこからは、（4）までの知見と同様
に、筋活動パタンが食品の識別に有
効であるとの結論が得られる見通し
である。 

 
３．現在までの達成度 

達成度の区分は「②」と考えている。そ
の理由は、専用の解析ソフトを完成でき、
また実際の実験データに適用していくつか
の有益な知見が得られたからである（上記
の「2.」を参照）。 

 
４．今後の研究の推進方策 

これまで実施してきた研究がもつ問題と
して、被検食品として市販品を用いている
ために、サイズ・テクスチャ・味・匂いな
どの食品属性の統制が困難な点が挙げられ
る。実験計画上の解決策としては、咀嚼筋
活動データへの一般化線形混合モデルの適
用がある。その適用があったとしても、味・
匂いなどの食品属性データの採取は必須で
ある。そのデータ採取を願って、昨年度に
新たな科研費補助金の申請をおこなった。
採択となった補助金研究を基に、咀嚼時の
咬筋活動パタンに関する風味（特に味）の
関与を解明する予定である。報告の課題な
らびに新たな課題の遂行によって、サイ
ズ・テクスチャ・味・匂いなど複数の食品
属性からなる食品について、筋活動パタン
を軸とした評価システムによってその識別
が可能になると期待される。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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